

















































































































































































「かも」は係助詞「か」と終助詞「も」が一語として詠嘆をあらわす用法である。 「ける」は助動詞「けり」の連体形でそ 用法は「過去の事実から継続して存在した事実、または現在の事実を、そ 存在や意義や理由などが、今においてはっきり認識されるにいたった、という形で述べるのに用いる」 （時代別国語大辞典
　
上代編）と説



























































「我を偲ふらし」といった妹の心情表現の他に、妹が「我」のために「斎ひ待つらむ」 、 「解き洗ひ衣」を用意してくれているであろうといった妹の行為への関心が見られるが、妹自体の生活への関心は詠まれない。 「我を恋ふ妹」として捉えられていると も、闇の中に居る妹の姿の想像は新鮮な発想と言い得よう。
第三首の能許は福岡市西区能古島をさす。博多湾のほぼ中央にあ




るのに対して、第二首は灯火を点す「我」の身の周り（旅の生活）から、妹の身の周り（家の生活） 想起する。そして第三首では「我」の外界にある眼前の景が妹への思慕を導いている。すなわち、三首に視点の移動を見ると、第一首は自己の内面、第二首は自己のおかれた状況、そして第三首は外界 景へという遠心的な展開をなす構成として理解される。しかも三首いずれも逆接の接続助詞を伴うことで、第一首では自己の心情の表裏を対比させ、第二首では自己のおかれた状況を妹のそれと対比させ さらに第三首では自然の
― ―9























































































































































内大臣藤原朝臣（鎌足）による九五番歌は二句と五句が繰り返され、歌謡的手法が残る。上二句では采女安見児を得たこ が宣言され、その状態への満足が「皆人の得かてにすといふ」にあることが説明される。次は 伴旅人 大宰府から上京する折りの作。旅人 大和へと別 てゆく道は遠く雲に隠れて見えないとされる。下三 はこの見えない状態に対する詠嘆 、 「し れども」という逆接 よって、見えなくとも別離の袖を振らずにはいら ない心情 して説明される。二九五九番歌は正述心緒であ 便りも途絶えている現実を提示し、その状態を受容しながら、せめての夢見を願っている。
第五首の 「ひさかたの月は照りたり」 の二句切れは、 第四首の 「夜




海面の明かに見やらる となるべし」と詳しく説明す 。天空に「月」が照っている状態の提示は、天空への視線を海面に移す時、海面も又「月」 照らされて それによって漁り が照らし合っているように見えることを意味しよう。 『万葉集評釈』が「秋の明るく照してゐる海上に、夜釣をする海人船の漁火が点々 赤く散らばってゐる光景に感を起こした」と のは、 「ひさかたの月は照りたり」と二句切れで提示されたことの結果 しての説明であろう。二句切れで提示された空間こそが主眼 考えられる。「月」に照らされた眼前の景は、月光が照らす天空にはただ一個
― ―12
の「月」が存在するのに対し、海面には複数のいざり火が動く。闇を背景に、上方に一個の大きな光 下方 複数の小さな光の対比。見事な景である。そこには暇無く働く人々の日常 継続が把握されてもいる。 「月」に対する旅情はその景に対して、旅という非日常に留まり続けなければならない「我」の感慨でもあろう。そして、海人達が漁を行える穏やかな波の状況の認識は出航の可能性を示唆するものでもあろう 旅先の「月」 景へ 感慨 停留を余儀なくされた韓亭から、出航の可能性へと視線を転じてゆく。
第六首は、第五首までの「月」の景から、新羅への出航へと意識
を転換した作と捉えられる。 「沖つ白浪恐みと」 玄界灘 荒波に遮られたことに対して、自然への畏怖によって停留を余儀なくされた現状が把握される。題詞 よれば停留期間は三日に過ぎないが、 、筑紫までの予定の大幅な遅れはその日数を何倍にも感じさせたとしても無理はない。
第四首から第六首は「月」の動きに視点を当てて、眼前の景を描





前半三首は闇の中に灯火を点しながら月の出を待つ状況の下、 「大君の遠の朝廷」から歌い起こして、心情の表裏 吐露する大使の歌に始まり、灯火のある環境から、韓亭の外界 景へと遠心的に視点を移し、後半三首はその外界の景に「月」が「夜渡る」 天空へと移動し、天空から海面へと照る美しさを捉えて、海 高波を恐れて停留した現実へと回帰する。そ 表現には「月」であれば「妹」の下に往還するといった「月」に関しての独自の表現も見ら る。前半三首が逆接の接続助詞を用いて公務と私情、旅 明と家の闇、自然の変化と思慕の恒常といった対比を表現す の 対して、後半三首は、 「月」となっての往還の願望を誘う外界 「月」 動き 天空に照る「月」の提示と「月」の照らす の様子、そ て海への畏怖と停留の現実といった組み合わせによって、外界の事象 関係させて、妹への慕情から外部の日常へそして遣新羅使人として 現実へと展開させている。以上、遣新羅使人等が新羅に向けて外洋へと漕ぎ出す折の旅情を「月」に託して緊密に構成し 小歌群と考えられる。
なお、この構成に対して、題詞は地名・旅程・歌の場の景そして









































































































































平成一二年） 、神野富一「 『月夜』考」 （ 『上代文学』第八三号
　
平
成一一・一一）参照。
⑻
　『玉台新詠』巻一には「雑詩九首
　
其九」とある。
⑼
　『玉台新詠』巻二には曹植 五
　
其一
　
名月照
二高楼
一」とある。
